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1. は じ め に
人の発達にかかわる木質環境の機能に関する研究が京都大学教育研究学内特別経費により実施された｡そ
























































































































































l) チ二ガ ジ 向
l ツウラ ･ 粕 も










陶磁器,粘土,石,スポンジ,ガラスは中間に位置している｡ 粘土は 『創造性がある』, 『親近感がある
材料,石が 『自然な』,『伝統的な』材料として評価されている｡ガラスは 『清潔な』材料であるが,同時に
























6. 質 感 と 物 性
前節でのべられたように 『なごやか』『安心感』『親近感がある』『快適な』などという出来るだけ使いた
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拍間隔変動の縮小率 (SAR,%)及びフリッカ 値ーの減少値 (CFF,%)は次のように報告されていて,比
較的に木質床は疲労が少ない (川村)｡歩行疲労の主な原因として,床のすべりがあげられている｡ 特に床
表 1 歩行疲労試験 (川村)





















































































































層内皮射 Ⅰ.正 反 射 l l - -
Ⅱ.準 正 反 射 - i - -
Ⅲ.半拡 散反 射 ヒノキ(素材)βⅡ クロス
キ リ(素材)p皿
ス ギ(素材)βⅠ - -
チーク(塗装なし)
たたみ β⊥
Ⅳ.完全拡散反射 大 理 石 プリント合板 ヒノキ(素材)p⊥ インシユレ-
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